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1. 鉄鋼需給について
⑴ 鉄鋼需要産業の動向
建設部門（図表1、2）では、土木は政府の

景気対策効果の顕在化や、東京五輪関連周辺
施設を中心とした駅前開発、首都圏を中心と
した都市再開発が活発化、物流施設整備など
も高水準となっており、堅調に推移している。
また、製造業部門では、自動車（図表3）が、
2015年央以降、新型車投入効果により販売が
増加、完成車輸出も世界経済の回復から増加
基調で推移している。このように販売、輸出が
好調なことから、完成車生産も16年央以降は
増加基調で推移している。15年以降減少傾向

が続いていた建設機械（図表4）は、16年秋
以降持ち直し、17年9月の排ガス規制強化前
の駆け込み需要から盛り上がりを見せる一方、
規制後は反動減が見込まれ、内需は落ち込む
とみられている。他方、堅調な北米の住宅建
設や、資源国の鉱山向け需要の増加が見込ま
れ、建設機械全体では増加する見込みである。
建設・自動車に代表される製造業の活動が
堅調な一方、造船では、船腹過剰感が解消さ
れておらず、17年入りしてからは、輸出船
契約量が前年の低水準の反動もあり回復基調
が続いているものの、15年度に比べると、4
割程度の水準にとどまっている。
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（注）折れ線は受注金額、棒グラフは伸び率を示す。　
2013年4月より、推計方法が変更されたため、2013年度以前とは接続しない。
2017年度2Qは見込み。

（注）折れ線は着工床面積、棒グラフは伸び率を示す。
2017年度2Qは見込み。

（注）2017年度2Qの完成車輸出、国内生産は見込み。 （注）2017年度2Qは7-8月の累計。

図表1　民間土木の推移（受注金額） 図表2　非住宅着工床面積の推移

図表3　四輪車販売・輸出・生産台数の推移 図表4　建設機械出荷金額の推移
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⑵ �粗鋼生産、普通鋼鋼材生産、普通鋼鋼材
国内向け出荷、在庫の動向
16年4－6月期の粗鋼生産は、前年同期
比1.4％増の2,621万tと7期ぶりに増加に
転じた。その後、4期連続で前年同期比増と
なったものの、設備トラブルや設備補修など
もあり、17年4－6月期以降は2期連続の減
少となっている。17年10－12月期は、設
備トラブルの解消、建設活動の本格化、企業
業績の改善などから設備投資計画も高くなっ
ており、3期ぶりに増加する見込みとなって
いる（図表5）。
17年4－6月期の普通鋼鋼材生産は前年
同期比2.9％減の1,731万tと3期ぶりの減
少となった。品種別にみると、条鋼類では小
形棒鋼（2.3％減）と線材（5.0％減）が2期
ぶりに、H形鋼（0.7％減）は3期ぶりに減
少した。また、薄板類では、熱延薄板類（8.6％
減）が4期連続で減少した一方、冷延薄板類
（3.9％増）と亜鉛めっき鋼板（8.3％増）は、
共に4期連続で増加した。

17年7－9月期の普通鋼鋼材生産は同
1.8％減の1,766万tと、2期連続のマイナス
となっている。17年10－12月期について
は、国内需要は国内経済の緩やかな回復もあ
り、土木を中心とした建設の需要増に加え、
自動車需要も安定的に推移していることか
ら、前年を上回るものと見込まれている。一
方、鋼材輸出は、原油価格の低下を背景に、
エネルギー案件が低調であるため、前年を下
回ると見込まれることから、普通鋼鋼材生産
全体では軟調での推移と思われる（図表6）。
17年4－6月期の普通鋼鋼材国内向け出荷
は同4.9％増の1,132万tと、3期連続のプラ
スとなった。品種別にみると、条鋼類では小
形棒鋼（0.4％減）が3期ぶりに減少したもの
の、H形鋼（4.8％増）が2期連続で、鋼矢
板（16.2％増）が4期連続で増加した。薄板
類では熱延薄板類（11.7％増）と冷延薄板類
（7.7％増）が3期連続、亜鉛めっき鋼板（9.1％
増）が4期連続で、いずれも増加した。17年
7－8月計の普通鋼鋼材国内向け出荷は、同
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（注）2017年度3Q（17年10-12月）は、経産省見通し。

図表5　粗鋼生産の推移



2017年11月号　No.763　7

日本の鉄鋼需給の動き

けて出荷が滞ることに伴い8月末の在庫は増
加傾向にあることから、今後、建設需要の増
加に伴い、在庫バランスは安定して推移する
と見込まれる（図表8）。

2.8％増の745万tと増加している（図表7）。
8月末の普通鋼鋼材国内向け在庫は、前月
末比24.6万t増の566万tと3 ヵ月ぶりに増
加しているが、例年、需要家の夏季休暇を受
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図表6　普通鋼鋼材生産の推移 図表8　普通鋼鋼材在庫の推移
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図表7　普通鋼鋼材国内向け出荷の推移
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⑶ �普通鋼鋼材用途別受注（内需）について（図表9）
17年4－6月期は前年同期比0.8％増の
1,058万tと4期連続の増加となり、7－8月
計でも同2.5％増と増加している。7－8月
計について部門別にみると、製造業向けが微
減となったものの、建設向けが増加したこと
から、全体では前年を上回っている。各部門
の動きをみると、建設向けでは、土木（3.7％
増）、建築（10.8％増）、その他建設（3.0％
増）がいずれも増加したことから、建設向け
全体でも7.5％の増加となった。また、製造
業向けは、自動車（2.6％増）、産業機械（2.9％
増）、電気機械（11.5％増）などが増加した
ものの、造船（15.7％減）などは減少した

ことから、製造業全体では0.8％減の微減と
なった。17年7－8月の地域別受注をみる
と、東北（2.2％減）、中国（4.2％減）が減
少したものの、北海道（3.5％増）、関東（6.6％
増）、東海（6.5％増）などが前年を上回り、
全地域計では2.8％増となっている。
⑷ 特殊鋼鋼材用途別受注（内需）について
17年4－6月期は前年同期比1.7％増の
299万tと4期連続の増加となり、7－8月
計でも同7.0％増と増加している。部門別に
みると、製造業向けは、自動車（12.2％増）
と産業機械（16.3％増）がけん引しており、
製造業全体は同8.5％増と増加基調で推移し
ている。
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図表9　普通鋼鋼材受注推移（季節調整済み指数、2010＝100）
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2. 鉄鋼貿易について
⑴ �鋼材輸入（普通鋼・ステンレス鋼・その他

合金鋼の合計）
鋼材輸入は、16年10－12月期に前年同期

比0.8％増の142万tとプラスに転じて以降、
17年4－6月期まで3期連続の増加となり、7
－8月計でも同9.2％増と、増加が続いている。
品種別にみると、厚中板は16年7－9月期に
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図表10　鋼材輸入国別推移（普通鋼+特殊鋼）

図表11　普通鋼鋼材輸入 （単位：千t、％）

鋼材輸入
合計

（普通鋼+
特殊鋼）

普通鋼鋼材輸入 国　　別

合　計 線　材 厚中板 熱延
薄板類

冷延
薄板類

亜　鉛
めっき鋼板 その他 韓　国 台　湾 中　国 その他

2015年度 5,368 4,328 111 569 1,679 802 760 407 2,917 964 407 40
2016年度 5,419 4,417 77 607 1,726 866 670 472 3,118 982 277 41
2016年�4-6月 1,238 996 18 127 407 184 158 102 663 245 78 10
� 7-9月 1,341 1,073 19 145 432 216 157 104 763 235 64 10
� 10-12月 1,417 1,127 21 159 442 210 175 119 798 244 74 10
2017年�1-3月 1,424 1,223 19 177 446 256 179 146 894 257 60 11
� 4-6月 1,423 1,150 19 198 405 231 193 104 813 238 89 10
2017年� 6月 490 385 7 60 125 84 75 34 258 82 41 4
� 7月 504 403 7 61 137 90 67 41 281 76 42 4
� P  8月 464 383 7 48 116 83 91 39 254 76 49 4
2015年度 ▲4.1 ▲6.5 12 ▲9.5 2.7 ▲17.4 ▲2.1 ▲21.3 ▲4.3 ▲0.9 ▲25.1 ▲37.9
2016年度 0.9 2.1 ▲30.9 6.8 2.8 8 ▲11.9 15.8 6.9 1.9 ▲32.1 2.2
2016年�4-6月 ▲1.0 ▲2.8 ▲33.2 ▲17.6 3.3 ▲10.6 7.9 4.3 ▲3.0 0.3 ▲9.1 ▲12.3
� 7-9月 ▲0.2 ▲1.3 ▲39.9 12.5 1.1 9.6 ▲21.6 1.5 5 ▲2.9 ▲40.7 1.9
� 10-12月 0.8 ▲1.0 ▲29.1 0.8 ▲0.6 8.4 ▲16.2 15.3 7.8 ▲4.3 ▲44.5 14.3
2017年�1-3月 4.1 13.4 ▲19.1 37.4 7.9 24.9 ▲12.3 41.4 16.6 16.1 ▲24.1 7.6
� 4-6月 14.9 15.4 5 56.5 ▲0.5 25.2 22 2.3 22.5 ▲3.1 14.6 4.6
2017年� 6月 23 21.2 3.7 28.6 7.5 39.6 55.3 ▲13.5 19 7.1 96.4 19
� 7月 29 24.9 ▲8.6 65.9 7.6 37.5 42 7 26.7 ▲0.1 99.8 10.5
� 8月 ▲6.5 ▲0.4 17.1 ▲11.9 ▲26.5 5.5 65 16.8 ▲4.6 ▲19.9 151.4 2.9
4月からの累計 2,390 1,936 32 307 658 403 351 184 1,348 390 180 18

前年同期 2,124 1,703 31 217 692 328 261 173 1,151 417 118 17
増減量 266 233 1 89 ▲34 75 91 11 197 ▲27 62 1

前年同期比 12.5 13.7 4.3 41.1 ▲5.0 22.9 34.7 6.1 17.1 ▲6.4 52.2 5.5

（出所）財務省貿易統計
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は、亜鉛めっき鋼板が9.1万tと月間過去最
高の入着となっている（図表10・11）。
⑵ �鉄鋼輸出（銑鉄、鋼塊・半製品、一部の二

次製品を含む全鉄鋼ベース）
全鉄鋼輸出は、16年10－12月期以降、
17年7－9月期まで4期連続で前年同期比減
少が続いている。7－9月期の国・地域別で
は、主要市場のASEAN10が2期連続、韓国
が4期連続、中国が5期ぶりの減少となって
いる。単月では、9月の全鉄鋼輸出（速報）
は、前年同月比6.7％減の317万tと8 ヵ月
連続の減少となり、仕向け先別では、韓国向
け（9.0％減）が11ヵ月連続、ASEAN向け
（5.3％減）が7ヵ月連続、米国向け（24.6％
減）が2ヵ月ぶりに減少する一方、中国向け
（6.6％増）は3ヵ月ぶりに増加している。
海外経済は回復基調にあり、輸出環境も改
善しているが、堅調な国内需要を優先してい
ることから、全鉄鋼輸出は四半期・月次ベー
スいずれも前年を下回って推移している（図
表12）。

同12.5％増の14.5万tとプラスに転じて以降、
17年4－6月期（19.8万t）まで増加が続き、
7－8月計でも同18.1％増と2桁の増加となっ
ている。冷延薄板類も同様に、16年7－9月
期（9.6％増・21.6万t）にプラスに転じて以
降、4期連続の増加となり、7－8月累計でも
同20.2％増と大幅な増加が続いている。
単月では、8月の鋼材輸入が、前年同月比
6.5％減の46.4万tと6 ヵ月ぶりに減少し、
前月比でも8.0％減と2 ヵ月ぶりの減少と
なっている。国別では、韓国（1.8％減）が
8ヵ月ぶり、中国（8.3％減）は4ヵ月ぶり、
台湾（18.6％減）が3ヵ月ぶりの減少となり、
鋼種別では、普通鋼（0.4％減）が8ヵ月ぶり、
特殊鋼（27.5％減）も4ヵ月ぶりの減少となっ
た。特殊鋼のうち、ステンレス鋼（30.5％増）
は5ヵ月連続の増加となった一方、その他合
金鋼（35.4％減）は4ヵ月ぶりの減少となっ
ている。鋼材輸入全体では前年比・前月比い
ずれも減少したものの、水準としては50万t
際の高い水準が続いている。また、品種別で JF
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図表12　全鉄鋼輸出・平均単価の推移


